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23WSJまでもう 1か月を切りました。派遣隊や ISTの皆様にも新しいユニフォームが届いたようですね。備品がそろうとともに気持ちも高ぶってきているの

ではないでしょうか。さあ後は本番を待つのみ。世界を楽しんできてください。HoHo で 120 名のドイツからのスカウトを受け入れていただきありがとうございま

す。彼らが日本を知るとともに、受け入れ家族でも、ドイツの文化に触れて、スカウトたちが大きく世界にはばたくように支援をお願いします。夏の活動ではゲ

リラ豪雨や、熱射病等に注意して活動ください。 

 夏のキャンプから 
ボーイスカウト隊夏のキャンプ。この一年の活動の締めくくり。昨年夏班長や次長を引き継いで自分たちの立てた計画の締めくくりです。一年前班長を引

き継いだときのあの頼りない雰囲気はもうありません。指示することの大変さ、まとめることの大変さ、を自らのたくさんの経験で乗り越えてきた。そして、最後

の夜の営火。 

いつもの歌、燃え上がる炎、伝統のゲーム、舞い散る火の粉、面白いスタンツ。そして、、、。炎を見つめていると、上進の時 隊旗にたどたどしく自ら「ちか

い」を誓った姿と と 今ソングやゲームをリードしているスカウトの姿が重なり、成長してきた姿に感動する。楽しい時間は瞬く間に過ぎて熾きの赤い暖かい

光、あたりが静かになり、隊長の話。話をしながら彼らを見ていると、彼らを指導していたのではなく、彼らからいろんなことをもらっていたことに気が付く一瞬。 

夏のキャンプが終われば、班長/次長は交代。彼らが育て鍛えた後輩たちが、引き継いで新しいチャレンジを始めます。彼らは、大回り、袋小路、逆方向、

いろいろな体験をして、自分の道を見つけ出す。大人が言えば、答えはすぐ見つかるかもしれない。でも、自分で考えて進み道は、曲がってようと、彼らには

まっすぐに見えている。体験してわかること、考えてみてわかること、諭されてわかること、、、、そんな経験をして大人になってきた。 

スカウトが自ら体験できるように、指導者の支援は支援であるように。スカウトが考えてきたことを指導者が素晴らしいコーディネーターとし楽しい活動として

実現できるようにこの 9月からのプログラムを進めていきましょう。 

 

 ビーバー隊の舎営ってどうなの？ 
ご存知ですか？ 

原則 舎営を伴う活動はビーバースカウト部門のプログラムとしては行いません。理由は 1 回の集会 2 時間程度の「遊び」を中心とする活動を月数

回行うことを基本としているためです。 

団行事や地区県連行事のためやむを得ず宿泊を伴う活動をするときは 添付のビーバースカウト部門「宿泊を伴う活動」における配慮事項(平成12年

3月 12日中央審議会承認)を確認の上、団として配慮、支援をお願いします。 

スカウトの状況は毎年変わります。ビーバー隊は特に在籍期間が短く顕著です。去年はできた、今までやって来たではなく、必ず判断を行い、団委員会

の記録を残してください。 

 

 班活動バッジ 
このバッジ見たことある人？ 

知ってる人？ 

取得要件はご存知ですか？ 

参考 班活動バッジの取得要件 

①班名・班旗・班エールがある。②班連絡網が作成されている。③隊集会とは別に、班集会が月に 1 回以

上開催されている。④班全員の隊集会出席率が 80% を越えている。⑤班長会議に毎回班長が参加している。⑥班員が 8 人いるか、1 年前よりも増

えるよう努力している。⑦班員全員が制服を正しく着用し、記章を正しく着けている。⑧班内役務分担が明確に決まっている。⑨班ハイキングまたは班キャ

ンプを 1回以上実施した。⑩班活動バッジ取得要件を満たしていることを班長会議が承認する。 

ところでどれくらいの期間やればいいの？ 長くなればなるほど難しいですよね。 期間は 3 か月間です。 いつでもよいのでできた 3 か月間で隊長から

団委員長に申請してください。需品部で購入し、授与は所属団で行えます。 

なぜあるの？ 

スカウトが「班」を意識し、班長・次長が「班運営」を意識し、全員が班の課題を共有して、すべての班員が役割を分担し責任を持って活動する、よりよ

き 「班」を目指すためのツールの一つとして「班活動バッジ」（クオリティーパトロール）が設定されています。取得要件が認証されることでバッジを取得、班

旗につけることができます。 
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 うさぎ、しか、くま 修得課目 
新しい進歩プログラムを4月からを実施されている隊はいかがでしょうか？夏の舎営(お泊り隊集会)で修得課目は完修できそうでしょうか？ご存知の通り

完修しないとバッジがつけられません。半年ぐらいはバッジをつけて活動ができるように早期に修得課目の履修をお願いします。  菊章などの申請書類の日

付けは完修日であって進級日ではないのでご注意ください。したがってこれからは通常 7月～9月ごろの日付になり、4/1 にはならないように・・・。 

 みしま地区情報 
8/29 地区協議会 

8/23 研修所課題研修認定会 (指導者委員会) 

10月の研修所 研修所CS課程/VS課程の課題研修を行い 

認定します。 

8/30 ボーイスカウト講習会 (指導者委員会) 

9/6 研修所課題研修認定会 (指導者委員会) 

11月の研修所 BS課程 団委員研修の課題研修を行い 

認定します。 

 

    9/6 スカウトフォーラム 

9/6 野営法(初級)研修会 (指導者委員会) 

 WB研修所の参加に必要なスキルを研修します。 

9/20 わくわくアウトドアイベント (行事委員会) 

10/10-12 (事前 9/27)ゴールデンアローチャレンジキャンプ 

グリンバースカウトを対象として、交流や親睦、班活動研究、そして

班長次長としての意識を高めるために実施します 

 

 ラウンドテーブル 
隊長/副長のご参加を こころよりお待ちしています。 

場所、詳細日程については担当副コミッショナーに確認ください。 

 BVS部門 「なりきりビーバー隊～模擬隊集会～ 

9/12 日中の予定- 場所未定 

 CS部門 「キャンプまであと 10 マイル」 

9/19 19：00- 未定  

 

 BS部門 「Golden Arrow Challenge Camp」 

9/27 19：00- 場所未定 

 VS部門 「プロジェクト① タイトル・目的・目標の考え方」 

9/19 19：00- 場所未定  

 RS部門 「Rovering研究 4」 

9/19 19：00- 場所未定 

 大阪連盟情報 
 ウッドバッジ研修所 

申込 8/31 17:00 まで 

カブスカウト課程 大阪第 155期 10/10-12 

ベンチャースカウト課程 大阪第 27期 10/10-12 

申込 9/30 17:00 まで 

ボーイスカウト課程 大阪第 162期 11/21-23 

 団委員研修所 
大阪第 4期 11/21-23 

 

ウッドバッジ研修所/団委員研修所参加者の方は事前課題がありま

す。8/23 9/6 の事前課題認定会に参加ください。都合の悪い方

はコミッショナーまで相談ください。 

研修所の開催場所については現在調整されています。指導者委員

会からの情報に注意ください。 

 安全セミナー 大阪スカウト会館 
第 15回 9/6 申込 7/31 17:00 まで 

第 16回 11/15 申込 9/30 17:00 まで 

第 17回 3/13 申込 1/30 17:00 まで 

 日本連盟情報 
 団委員実修所 MT 

団委員実修所第 15期 10/10-12 

実修所参加希望の方は事前研究の課題があります。早めに連絡をお願いします。 

 後記 
さあジャンボリー、3 万人余りの中にたった 6000 人、参加隊の周りはみんな外国隊。日本語は聞こえてこない。そんな体験を日本にいながらできる

なんて羨ましい。是非この体験を体験してきたスカウトから各団で伝えてもらいたい。特に 4 年後に 24WSJ に行ける 10 歳以上のスカウトにつたえ

てください。24WSJ はインターアメリカ（カナダ、アメリカ、メキシコ）で開催されます。 

日本ボーイスカウト大阪連盟みしま地区コミッショナー 平 喜人（ひら よしと）commissioner@bs-mishima.org 
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